下に 掲げる の は、 最近 予が本 多 子爵 (仮名) から 借 

覧 する 事 を 得た、 故 ドクトル • 北畠義 一 郎 (仮名) の 

遺書で ある。 北 畠 ドクトル は、 よし 実名 を 明 にした 

所で、 もう 今 は 知って ゐる人 も あるまい。 予 自身 も、 

本 多 子爵に 親炙して、 明治 初期の き 事 瑣談を 聞かせて 

貰 ふやう になって から、 初めて この ドクトルの 名 を 耳 

にす る 機会 を 得た。 彼の 人物 性行 は、 下の 遺書に よつ 

て も 幾分の 説明 を 得る に 相違ない が、 猶 二三、 予が 

仄聞した 事実 をつ け 加へ て 置けば、 ドクトル は 当時 内 

科の 専門医と して 有名だった と共に、 演劇 改良に 関し 

て も 或 急進的 意見 を 持って ゐた、 一種の 劇通だった と 



云 ふ。 現に 後者に 関して は、 ドクトル 自身の 手に なつ 

た 戯曲 さへ あって、 それ はヴ オル テ エルの Candide 

の 一 部 を、 徳川 時代の 出来事と して 脚色した、 二 幕 物 

の 喜劇 だ つた さう である。 

きたに はつ くば 

北庭筑 波が 撮影した 写真 を 見る と、 北 畠 ドクトル は 

英吉利 風の 頰髯 を蓄 へた、 容貌 魁偉な 紳士で ある。 本 

多 子爵に よれば、 体格 も 西洋人 を 凌ぐ ばかりで、 少年 

時代から 何 をす るので も、 精力 抜群 を 以て 知られて ゐ 

たと 云 ふ。 さう 云へば 遺書の 文字 さへ、 鄭板橋 風の 奔 

りんり ぼく こん 

放な 字で、 その 淋漓たる 墨痕の 中に も、 彼の 風貌が 

看取され ない 事 もない。 



遺書 を 読む の 後、 猶卿 等の 故人た る予の 記憶に 対し、 

れんびん もと 

一 片 憐憫の 情 を 動す 事 ありと せんか、 そ は 素よ リ予に 

とりて、 望外の 大幸 なり。 され ど 又予を 目して、 万死 

の 狂 徒と 做し、 当に 屍 に 鞭打って 後 己む 可し とする 

も、 予に 於て は 毫も 遺憾と する 所な し。 唯、 予が 告白 

せんとす る 事実の、 余りに 意想外な るの 故 を 以て、 妄 

に 予を誣 ふるに、 神経病 患者の 名 を 藉る事 勿れ。 予は 

最近 数ケ月に 亘 りて、 不眠症の 為に 苦しみつつ ありと 

t 雖も、 予が 意識 は 明白に して、 且 極めて 鋭敏な り。 若 

さう しき 

し 卿 等に して、 予が 二十 年来の 相識た る を 想起 せんか。 

(予 は敢て 友人と は 称せざる 可し) 請 ふ、 予が 精神的 健 



卿 等 幸 に そ を 信ぜよ。 而 して 予が 生涯の 唯一 の 記念 

たる、 この 数枚の 遺書 をして、 空しく 狂人の 囈 語たら 

しむる 事 勿れ。 

予 はこれ 以上 予の 健全 を 喋々 すべき 余裕な し。 予が 

ぢ きげ 

生存すべき 僅少なる 時間 は、 直下に 予を 駆りて、 予が 

殺人の 動機と 実行と を 叙し、 更に 進んで 予が 殺人 後の 

奇怪なる 心境に 一一 一一 n 及せ しめ ずん ば、 已 まざらん とす。 

され ど、 嗚呼され ど、 予は硯 に呵し 紙に 臨んで、 猶 

惶 々 として 自ら 安から ざる もの ある を覚 ゆ。 惟 ふに 

予が 過去 を 点検し 記載す る は、 予 にと りて 再 過去の 

生活 を 営む と、 畢竟 何の 差違 か あらん。 予は 殺人の 



計画 を、 再 し、 その実 行 を 再し、 更に 最近 一年間の 恐 

る 可き 苦悶 を 再せ ざる 可らず。 是 果して 善く 予の堪 へ 

得 可き 所な り や 否や。 予は 今にして、 予が 数年 来 失 却 

したる 我 耶蘇 基督に 祈る。 願く ば 予にカ を 与へ 給へ。 

予は 少時よ リ予が 従妹た る 今の 本 多 子爵 夫人 (三人 

かんろ じあき こ 

称 を 以て、 呼ぶ 事 を 許せ) 往年の 甘露 寺 明 子 を 愛した 

さかのぼ とも 

り。 予の 記憶に 溯 りて、 予が明 子と 偕に したる 幸福 

そつ どく はん 

なる 時間 を 列記 せんか。 そ は 恐らく 卿 等が 卒 読の 煩に 

堪 へざる 所な らん。 され ど予は その 例証と して、 今日 

も 猶予が 胸底に 歴々 たる 一 場の 光景 を 語らざる を 得ず。 

いまだ 

予は 当時 十六 歳の 少年に して、 明 子 は 未 十 歳の 少女 



学 を 廃す るに 至りし も、 予の 小心なる、 遂に 一 語の 予 

いんせい 

が 衷心 を 吐露す 可き もの を 出さず。 陰晴 定リ なき 感情 

fi う.. fi う. 

の悲 天の下に、 或は 泣き、 或は 笑 ひて、 茫々 数年の 年 

月を閲 せし が、 予の 二十 一歳に 達する や、 予が父 は 突 

然予に 命じて、 遠く 家業た る 医学 を 英京 竜 動に 学ばし 

めぬ。 予は 訣別に 際して、 明 子に 語る に 予が愛 を 以て 

力 力 

せんとせ しも、 厳粛なる 予 等が 家庭 は、 斯る 機会 を 与 

ふるに 吝 なりし と共に、 儒教主義の 教育 を 受けた る 

さう かんぼく じ やう そし リ おそ 

予も、 亦 桑 間 濃 上の 譏 を惧れ たる を 以て、 無限の 離 

こき ふ へう ぜん 

愁を 抱きつつ、 孤笈 飄然と して 英京に 去れり。 

英吉利 留学の 三年 間、 予が ハイド • パァク の 芝生に 



立ちて、 如何に 故 園の 紫 藤 花 下なる 明 子 を 懐 ひし か、 

或は 又予が パル マルの 街頭 を 歩して、 如何に 天涯の 遊 

子た る予 自身 を憫 みし か、 そ は茲に 叙説す るの 要な 

かる 可し。 予は 唯、 竜 動に 在る の 日、 予が 所謂 薔薇色 

の 未来の 中に、 来る 可き 予 等の 結婚 生活 を 夢想し、 以 

て 僅に 悶々 の 情を排 せし を 語れば 足る。 然リ而 して 予 

の 英吉利よ リ 帰朝す る や、 予は明 子の 既に 嫁して 第 X 

みつむら きょうへ い 

銀行 頭取 満村恭 平の 妻と なりし を 知りぬ。 予は 即座 

に 自殺 を 決心し たれ ども、 予が性 来の 怯懦と、 留学 中 

帰依した る 基督教の 信仰と は、 不幸に して 予が手 を 

麻痺せ しめし を她 何。 卿 等に して 若し 当時の 予が、 如 



屈なる 椅子に 倚らし め 了り ぬ。 

是に 於て 予は予 の 失恋の 慰藉 を 神に 求めたり。 当時 

築地に 在住した る 英吉利 宣教師 ヘンリイ . タウン ゼン 

ド氏 は、 この間に 於け る予の 忘れ 難き 友人に して、 予 

の 明 子に 対する 愛が、 幾多の 悪戦苦闘の 後、 漸次 熱烈 

にして しかも 静 平なる 肉親 的 感情に 変化した る は、 t 一 

に 同氏が 予の 為に 釈義した る 聖書の 数 章の 結果な りき。 

しばしば 

予は 屢 、 同氏と 神 を 論じ、 神の愛 を 論じ、 更に 人間 

の 愛 を 論じた るの 後、 半夜 行人 稀なる 築地 居留地 を 歩 

して、 独 リ予が 家に 帰りし を 記憶す。 若し 卿 等に して 

予が 児女の 晴 ある を哂 はずん ば、 予は 居留地の 空なる 



悶 なきに 至る 可し と、 早計に も 信じた るが 故の み。 

予 はこの 信念に 動かされし 結果、 遂に 明治 十一 年 八 

月 三日 両国 橋畔の 大 煙火に 際し、 知人の 紹介 を 機会と 

かう しょ まんばち 

して、 折から 校 書 十数 輩と 共に 柳 橋 万 八の 水楼に 在り 

し、 明 子の 夫 満村恭 平と、 始めて t 一 夕の 歓 を倶 にした 

リ。 歓か、 歓か、 予は その 苦と 云 ふの、 遙に 勝れる 

所以 を 思 はざる 能 はず。 予は 日記に 書して 曰、 「予は 

明 子に して、 かの 満村 某の 如き、 濫淫の 賤貨に 妻た る 

を 思へば、 殆 f 肚 皮の 憤 怨，. 何の 処に 向って か 吐かん 

とする を 知らず。 神 は 予に明 子 を 見る 事、 妹の 如くな 

る 可き を 教へ給 ヘリ。 然り而 して 予が妹 を、 斯る 禽獣 



は、 独リ 許嫁の 約 ありし のみならず、 又 実に 相愛の 情 

を 抱きた る ものの 如し。 (予は 今日に して、 子爵の 独 

身 生活の 理由 を 発見し 得た るを覚 ゆ) 若し 予 にして 満 

村 を 殺害 せんか、 子爵と 明 子と が 伉 儷を完 うせん は、 

必 しも 難事に あらず。 偶 明 子の 満 村に 嫁して、 未 

一 児 を 挙げざる は、 恰も 天意 亦予が 計画 を扶 くるに 

似た るの 観 あり。 予 はかの 獣心の 巨紳を 殺害す るの 結 

果、 予の 親愛なる 子爵と 明 子と が、 早晚 幸福なる 生活 

に 入らん とする を 思 ひ、 自 ら 口辺の 微笑 を 禁ずる 事 

能 はず。」 

今や 予が 殺人の 計画 は、 一 転して 殺人の 実行に 移ら 



の 如き 誘惑と、 死 を 以て 闘 はざる 可らず。 卿 等に して 

若し、 予が 煩悶の 跡 を 見ん と 欲せば、 請 ふ、 以下に 抄 

録 せんとす る予が 日記 を 一 瞥 せよ。 

「十月 X 日、 明 子、 子な きの 故 を 以て 満村家 を 去る 由 • 

予は 近日 本 多 子爵と 共に、 六 年ぶりに て 彼女と 会見す 

可し。 帰朝 以来、 始予は 彼女 を 見る の 己の 為に 忍び 

ず、 後 は 彼女 を 見る の 彼女の 為に 忍びず して、 遂に 

じんぜん めいぼう 

荏苒 今日に 及べり。 明 子の 明眸、 猶六年 以前の 如くな 

る 可き や 否や。 

「十月 X 日、 予は 今日 本 多 子爵 を 訪れ、 始めて 共に 明 

おもむ あに はか 

子の 家に 赴かん としぬ。 然るに 豈 計らん や、 子爵 は 



予に 先立ちて、 既に 彼女 を 見る 事 両三 度な りと 云 はん 

に は。 子爵の 予を 疎外す る、 何ぞ斯 くの 如く 甚 しき や。 

予は甚 しく 不快 を 感じた る を 以て、 辞 を 患者の 診察に 

託し、 匇惶 として 子爵の 家 を 辞したり。 子爵 は 恐ら 

く予の 去りし 後、 単身 明 子 を 訪れし ならん か。 

「十一月 X 日、 予は本 多 子爵と 共に、 明 子を訪 ひぬ。 

明 子 は 容色の 幾分 を 減 却し たれ ども、 猶紫藤 花 下に 立 

ちし 当年の 少女 を壽髴 する は、 未必 しも 難事に あらず。 

あ あ 

嗚呼 予は 既に 明 子 を 見たり。 而 して 予が 胸中、 反って 

止む 可らざる 悲哀 を 感ずる は 何ぞ。 予は その 理由 を 知 

ら ざるに 苦む。 



「十二月 X 日、 子爵 は 明 子と 結婚す る 意志 ある ものの 

如し。 斯 くして 予が明 子の 夫 を 殺害した る 目的 は、 始 

めて 完成の 域に 達する を 得ん。 され ど —— され ど、 予 

は予 が-再 明 子 を 失 ひっつ あるが 如き、 異様なる 苦痛 

を 免る る 事 能 はず。 

「三月 X 日、 子爵と 明 子との 結婚式 は、 今年 年末 を 期 

して、 挙行 せらる べしと 云 ふ。 予は その 一 日 も 速 な 

らん 事 を 祈る。 現状に 於て は、 予は 永久に この 止み難 

き 苦痛 を 脱 離す る 能 はざる 可し。 

「六月 十二 日、 予は 独り 新 富 座に 赴け り。 去年 今月 

今日、 予が 手に 仆れ たる 犠牲 を 思へば、 予は 観劇 中 も 



自 ら 会心の 微笑 を 禁ぜ ざり き。 され ど 同座より 帰途、 

ほとんど きしゅ 

予 がふと 予の 殺人の 動機に 想到す る や、 予は 殆 帰趣 

を 失 ひたる かの 感に打 たれたり。 嗚呼、 予は 誰の 為に 

満村恭 平 を 殺せし か。 本 多 子爵の 為 か、 明 子の 為 か、 

抑 も亦予 自身の 為 か。 こ は 予も亦 答 ふる 能 はざる を 

いかん 

「七月 X 日、 予は 子爵と 明 子と 共に、 今夕 馬車 を 駆つ 

て、 隅 田 川の 流 燈会を 見物せ リ。 馬車の 窓より 洩 るる 

めいぼう ほとんど 

燈 光に、 明 子の 明眸の 更に 美し かりし は、 殆 予 をし 

て 傍 に 子爵 ある を 忘れし めぬ。 され ど そ は予が 語ら 

ん とする 所に あらず。 予は 馬車 中 子爵の 胃痛 を訴 ふる 



や、 手に ポケット を 捜り て、 丸薬の 函を 得たり。 而し 

て その 「かの 丸薬」 なる に 一驚したり。 予は 何が 故に 

今宵 この 丸薬 を携 へたる か。 偶然 か、 予は 切に その 偶 

然 ならん 事 を 庶幾 ふ。 され ど そは必 しも 偶然に は あら 

ざり しもの の 如し。 

「八月 X 日、 予は 子爵と 明 子と 共に、 予が 家に 晚餐を 

共に したり。 しかも 予は 終始、 予が ポケットの 底なる 

かの 丸薬 を 忘る る 事 能 はず。 予の心 は、 殆予 自身に と 

りても、 不可解なる 怪物 を 蔵す るに 似たり。 

「十一月 X 日、 子爵 は 遂に 明 子と 結婚式 を 挙げたり。 

予は予 自身に 対して、 名状し 難き 噴 怒 を 感ぜざる を 得 



ず。 その 憤怒た る や、 恰も 一 度 遁走せ し 兵士が、 自己 

け ふだ しうち 

の 怯懦に 対して 感ずる 羞恥の 情に 似た るが 如し。 

「十二月 X 日、 予は 子爵の 請に 応じて、 之 を その 病床 

に 見たり、 明 子 亦 傍に ありて、 夜来 発熱 甚 しと 云 ふ。 

予は 診察の 後、 その 感冒に 過ぎざる を 云 ひて、 直に 家 

に 帰り、 子爵の 為に 自ら 調剤し ぬ。 その 間 約 二 時間、 

「かの 丸薬」 の函は 終始 予に 恐る 可き 誘惑 を 持続したり。 

おびやか 

「十二月 X 日、 予は 昨夜 子爵 を 殺害せ る 悪夢に 脅 さ 

れ たり。 終日 胸中の 不快 を排し 難し。 

「二月 X 日、 嗚呼 予は 今にして 始めて 知る、 予が 子爵 

を 殺害せ ざらん が 為に は、 予 自身 を 殺害 せざる 可 ら ざ 



る を。 され ど 明 子 は 如何。」 

子爵 閣下、 並に 夫人、 こ は予が 日記の 大略な り。 大 

略な りと，. 雖も、 予が 連日連夜の 苦悶 は、 卿 等 必ずや 善 

く 了解 せん。 予は本 多 子爵 を 殺さ ざらん が 為に は、 予 

自身 を 殺さ ざ る 可らず。 され ど予 にして 若し 予 自身 を 

救 はんが 為に、 本 多 子爵 を 殺さん か、 予は予 が 満村恭 

平 を 屠りし 理由 を 如何の 地に か 求む 可 けん。 若し 又 彼 

を 毒殺した る 理由に して、 予の 自覚せ ざる 利己主義に 

伏在した る ものと 做さん か、 予の 人格、 予の 良心、 予 

の 道徳、 予の 主張 は、 すべて 地 を 払って 消滅す 可し。 

是 素より 予の 善く 忍び 得る 所に あらず。 予は 寧、 予 



馬車 内に 頓死せ しの 一 項 を 読まん か。 終に 臨んで 予は 

切に 卿 等が 幸福と 健在と を 祈る。 卿 等に 常に 忠実なる 

僕 、 北畠義 一 郎拝。 

(大正 七 年 六月) 
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